
 

 

 

1.ひとこと                                       
「沼津市の環境政策の取組みについて」 

 沼津市環境政策課 

 

2. 脱炭素に関する当協議会推奨のＵＲＬ掲載について               

沼津地区環境保全協議会 理事 得居 雷太 

 

3. ２０２１年度啓発活動 エコバックの配布について             

沼津地区環境保全協議会 理事 岡 真理子 

 

4.会の動き                                       

 

 

 

第 160号 

沼津市米山町 6-5 

沼津地区環境保全協議会 



沼津市環境政策課だより 

沼津市の環境政策の取組 

 

自然環境保全事業を 

推進しています 

 

沼津市では、令和３年度からの10年間を計画期間とする「第２次沼津市

環境基本計画」を策定しました。計画では、「脱炭素社会」、「循環型社会」、

「自然共生社会」の構築による「持続可能なまち」の実現に向けて、市や市

民、事業者などの皆さまのそれぞれの役割を果たしながら、相互に協力・連

携し、環境に関する施策を推進することとしています。 

この計画の中で、本市としては初めて「ぬまづ生物多様性地域戦略」を策

定しました。浮島ヶ原の生物分布調査のモニタリングや自然観察会の実施

など、希少生物を守るため、自然環境保全事業を推進しています。 

本市の環境を守りながらより良い環境をつくり、環境を大切にする人を増

やすために、事業者の皆さまにもご協力をお願いいたします。 

 

【令和３年度実施状況】 

・浮島ヶ原で自然環境保全生物分布調査の実施 

・上記調査結果を基とした学習用リーフレットの作成 

・浮島小学校の児童を対象に、アクアプラザ遊水地（ビオトープ周辺）で７月31日に自然観察会開催し、

参加児童が作成したレポートを浮島地区センターで展示（参加者：児童12名、保護者10名） 

・生物多様性の保全に関する周知啓発 

  ・自然環境保全活動における企業との連携手法を検討 

 

 ＜ 自然観察会とレポート ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

沼津市のかけがえのない自然環境を 

連携して守っていきましょう。 

【市の環境イメージキャラクター】 

”沼環ミライちゃん”と”エコばっくん” 



「脱炭素に関するＵＲＬ掲載について」 

            富士通株式会社沼津工場 得居 雷太 

 ２０１９年より続いているコロナ禍が一時的には終息したかに思われましたが、オミクロン株が猛威をふ

るっており、沼津市におきましても、多くの方が感染されている状況となっております。ご感染された方、ご

家族の方お見舞い申し上げます。 

 環境保全協議会の取組につきましても、密を避ける行動を優先し昨年同様、例年行っておりました視

察見学会の実施を見送り、皆様それぞれで環境活動に取り組めるよう関連するＵＲＬを紹介させてい

ただく事となりました。 

 

 さて、近年、国内外で様々な異常気象による災害が発生しております。まだ、充分に気候変動の問題

と異常気象が深く関わると証明することが難しい状況ではありますが、気温の上昇が何らかの影響を与え

ている事は否めないと考えられます。脱炭素については、グローバル的にも地球規模での大きな課題とな

っており、各国においても積極的に取り組む指針が発表されております。日本でも、２０２０年１０月

に政府によって２０５０年までに温室効果ガスの排出を全体としてゼロとするカーボンニュートラルを目指

す事が宣言されました。 

 

 弊社におきましても、ＳＤＧｓＮｏ１３に対し「ＣＯ２ゼロエミッションの実現、脱炭素社会への貢献」

を目標としております。２℃目標に合致した削減目標を求めるＳＢＴｉ（Science Based Targets 

initiative）や、自社の事業活動で使用する電力の 100％再生可能エネルギー化を目指すＲＥ１０

０といった国際イニシアチブに参加・登録し、これらの中長期目標から環境行動計画をたて、積極的に取

り組んでおります。 

 

 しかしながら、こういった企業取組とは別に、在宅での勤務が進む中、ご家庭での利用エネルギーも増

加傾向にあります。ぜひ、各事業所の皆様ひとりひとりが自分の問題と認識いただきたく、教育活動等で

取り組んでいただければと思います。 

 

－関連ＨＰのご紹介ー 

① 沼津市の取組 

（ 沼 津 市 Ｈ Ｐ 第 ２ 次 沼 津 市 環 境 基 本 計 画 ハ ン ド ブ ッ ク 概 要 版 参 照 ）

https://www.city.numazu.shizuoka.jp/shisei/keikaku/various/kankyo/index.htm 

  

② 脱炭素ポータル（環境省） 

https://ondankataisaku.env.go.jp/carbon_neutral/about/ 

 

③ 企業取組事例（動画） 

https://www.youtube.com/watch?v=2RbPCkasgL8 



 

２０２１年度啓発活動 エコバックの配布 

 

 

                  矢崎エナジーシステム株式会社 沼津製作所 

                                  岡 真理子 

 

 

今年度の活動は、新型コロナウイルス感染症が拡大している状況を鑑み、視察見学会に代わる 

活動として、昨年度に引き続きエコバックの作製・配布をしました。 

 

年々深刻さを増す海洋プラスチックごみに対する問題意識はここ数年、国際社会において高まり 

を見せています。実際に、多くのグローバル企業が独自の対策に乗り出し、それが追い風となり、 

自治体や個人の取り組みも目立つようになりました。 

私たち一人ひとりができることとして、以下の「３Ｒ」が基本だといわれています。 

 ◆ Ｒｅｄｕｃｅ（リデュース）… 使う資源やごみの量を減らす 

 ◆ Ｒｅｕｓｅ （リユース） … ものを繰り返し使う 

 ◆ Ｒｅｃｙｃｌｅ（リサイクル）… 資源として再び使う 

このうち、私たちがすぐに取り組めるのが「リデュース」で、レジ袋からエコバックの使用が 

日常生活に定着し、エコバックはいくつあっても役立つものとなっています。 

 

弊社ではこのエコバックを地球温暖化の啓発活動として毎年２月の省エネ月間に募集の標語・ 

アイデア提案の優秀作品への賞品として、同じ環境活動ということで配布させていただく予定です。 

 

持続可能な社会の実現に向けて、世界の国・地域と一緒に掲げる「ＳＤＧｓ」に対し、各自が 

できることを積極的に取り組んでいきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エコバックを 

活用しよう！ 



会の動き 

 

会の動き 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【総会】※コロナ感染予防により書面開催 

☆２０２１年 ５月 

内容：(１)２０２０年度 事業報告 

(２)２０２０年度 収支決算    

(３)２０２１年度 役員選任(案)  

(４)２０２１年度 事業計画 

(５)２０２１年度 収支予算（案）  

【理事会】  

☆２０２１年 ４月１３日 

内容：（１）総会について 

（２）事業計画について 

  （３）第１６０号「水と空」の企画について 

 ☆２０２１年１０月２６日 

内容：（１）事業計画について 

    （２）第１６０号「水と空」の企画について 

☆２０２１年１１月１９日 

内容：（１）事業計画について 

    （２）第１６０号「水と空」の企画について 

 

【会員事業所へ脱炭素に関する当協議会推奨のＵＲＬを案内・エコバック配布】 

☆２０２２年 １月３１日 

 

【機関誌の発行】  水と空 第１６０号発行 

☆２０２２年 ３月 ３日 

   

 

 


